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▶菅谷勇太さん　テーマ：「０から 1 へ」
内容：東京都八王子市出身で、農業に接点がなかった菅
谷さんが県立農大に進学し、自主企画で関東などの先進
農家を視察。様々な人と出会いの中で、きゅうり農家に
なることを決意するまでの実体験をつづる。

▶村上一江さん　
　テーマ：「フルーツほおずきで岩泉町の農業振興

に取り組む」
内容：農業の力で、地元岩泉町の活性化を実現したいと
いう夢を抱くようになったきっかけと、その夢を実現す
るためのアイデアと取り組みをつづる。
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お子さんの笑顔を広報誌に掲載しませんか？

（町内に住所があり小学校入学前まで）
■応募方法　郵送または E-mail で写真と必要
事項を記入のうえ応募ください。
▶必要事項　①名前（ふりがな）②年齢③性
別④ご両親の名前（ふりがな）⑤住所⑥電話
番号⑦お子さんに向けた一言メッセージ
■応募先　〒 029-4592　役場総務課広報公
聴 係　E-mail：kouhou@town.kanegasaki.
iwate.jp 　
※応募の写真は返却できませ
んのでご注意ください。
問　総務課広報公聴係

（内線 2319）
QR コード

大きな声で泣いたり笑ったり…
我が家の可愛い怪獣さん。

写真はカメラ目線が得意です♪
父  成也さん  母  友花さん

＝町上＝
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　新型コロナウイルス感染症の対応は、感染拡大
の状況に応じて随時見直しを行います。最新の情
報は、ホームページをご覧いただくか
お問い合わせください。
問　新型コロナウイルス感染症対策本部
事務局（保健福祉センター☎ 44-4560）

新型コロナウイルス感染症に係る相談窓口
【発熱等の症状のある人が相談・受診を希望する場合】

①かかりつけ医に電話相談
②受診・相談センター（全日 24 時間、☎ 019-651-3175、
FAX：019-626-0837）
③奥州保健所（平日午前 9 時～午後 4 時 30 分、☎ 0197-
22-2831）

【全般的な相談】
①一般相談窓口（岩手県コールセンター）（午前 9 時～午後
9 時、☎ 019-629-6085、FAX：019-626-0837）
②外国人向け相談窓口（いわて外国人県民相談・支援セ
ンター）（毎日午前 9 時～午後 8 時、☎ 019-654-8900、
MAIL：iwate-support-center@iwate-ia.or.jp）

コロナ禍でも医療機関で必要な受診を
　新型コロナウイルス感染症への感染の懸念などによ
り、医療機関の受診を控える傾向が見られますが、持
病の治療や予防接種・健診などによる健康管理は重要
ですので、次の点を踏まえて適切に医療機関を受診し
ましょう。
１　過度な受診控えは健康上のリスクを高めてしまう
　　可能性があります。
２　コロナ禍でも健診や持病の治療、お子さんの予防
　　接種などの健康管理は重要です。
３　医療機関や健診会場では、換気や消毒でしっかり
　　と感染予防対策をしています。
４　健康に不安がある場合は、まずはかかりつけ医・
　　かかりつけ歯科医に相談しましょう。

▶フラワーアレンジメント講座で、実
技に挑戦する髙橋町長（3 月 1 日）

相互に支えあう仕組みづくり
　皆様こんにちは。啓

けい
蟄
ちつ
が過ぎても残雪の多さにびっく

り。春風を少し感じながら、森羅万象の鼓動が染みる季
節となりました。
　今年は新型コロナウイルス感染症拡大プラス大雪で苦
難の日常生活。とりわけ高齢者世帯にとって大変な年で
あり、経済活動も大きな影響を受けました。除排雪等で
難儀しながらもご尽力いただいた業者の皆様、スノーバ
スターズの皆様、町民の皆様に改めて心から感謝と御礼
を申し上げます。日頃から培われたお互いの助けあい・
支えあいの力で風雪の日々を乗り越えていただきました
が、町の除排雪だけでは対応しきれなかったところもあ
り、大変申し訳なく思っております。
　今後は、町の除排雪体制と地域における除雪等の在り
方について、地域課題である防災・減災と合わせて検討
を進めてまいりますので、ぜひ皆様にも身近な大きな課
題として取り組んでいただくようお願いいたします。
　町が即刻、国・県に要望をした雪害対策については、
その対応策が示されたことから、町は 2月 27日に説明
会を開催し、申請希望の受付を開始しました。被災者に
とって短期間での申請となったことから、町では期限内
に申請ができるよう対応させていただいております。
　今回の大雪は想定外と言いながらも、自然災害は常に
「想定外の発生」がつきものとの認識に立ち、その準備
ができるよう心掛けなければと痛感しております。それ
と同時に、町民皆様との新しい「相互に支えあう」仕組
みについて、対話しながら地域と町、自分と地域住民の
取組等について検討を進めたいと考えております。
　また、この大雪により、水稲の育苗や春の農作業が、
例年通り行えないのではないかと心配が続出しており、
その対応策を J Ａと進めております。例年、年度末は一
年の締めくくりで、新年度の円滑なスタートへの準備期
間ですが、今年は農作業の遅延対策と新型コロナウイル
スワクチンの円滑な接種に向けた準備にも取り組みます
ので、皆様の協力支援をお願いいたします。（3月 7日）

菅谷勇太さん（県立農大 2 年）が金賞を受賞
　岩手県立農業大学校野菜経営科 2 年の菅

すが
谷
や

勇
ゆう

太
た

さんが、第 31 回ヤンマー学生懸賞論文・作文で金賞を受
賞しました。
　ヤンマー学生懸賞論文・作文の入選発表会が 1 月 29 日、ZOOM（ウェブ会議システム）によって行われ、
県立農業大学校野菜経営科 2 年の菅谷勇太さんが「作文の部」で金賞、同じく「作文の部」で野菜経営科
2 年の村

むら
上
かみ

一
かず

江
え

さんが銅賞を受賞しました。
　金賞を受賞した菅谷さんは「自分の力だけではなく、色々な人とのつながりによって受賞できた。今まで
自分を支えてくれた人たちに感謝したい。これからきゅうり農家として自立し、産地で 1 番の農家になる
ことで、支えてくれた人たちへ恩返しをしていきたい」と話していました。

入選発表会に参加する菅谷さん（右）と
村上さん（左）※写真は県立農大提供

金賞受賞を喜ぶ菅谷さん
※写真は県立農大提供

第 31 回ヤンマー学生懸賞論文・作文


